
令
和
２
年
度
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
農
機
サ
ー
ビ
ス
士

39
人
を
認
定（
耕
種
資
材
部
） 山形食品が新工場を建設

（山形食品㈱）

モーダルシフトの推進で
「エコシップ・モーダルシフト優良事業者」表彰
（全農チキンフーズ㈱）

優勝選手に三重県産コシヒカリを贈呈
（三重県本部）

令和２年度カントリーエレベーター運営
優良事例集を発行（米穀生産集荷対策部）

ＪＡズームイン（岩手：JA江刺）

香港向けにマンゴーの
ライブコマースを実施（全農香港事務所）

「まぜるシェイク 湘南ゴールド」
今年は全国へ（神奈川県本部）

「JA全農 COUNTDOWN JAPAN」
プレゼント（広報・調査部）

ＪＡタウンショップ紹介
　おきなわ  ちゅら島

7面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

4
面

5

82

3

香港向けにライブコマースを実施。ライブ中
継に出演いただいたマンゴー部会の松田部
会長（6面）

JAグループ農機サービス士検定試験の様子（7面）

「受発注センターシステム」の開発・普及
JAサービスの業務課題を解決 （耕種資材部）
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News!

News!

山形食品が新工場を建設

「エコシップ・モーダルシフト優良事業者」表彰

無菌充填システムで東北のエリア需給確立を目指す

トレーラーによる大量輸送でCO2削減に貢献

山形食品（株）

全農チキンフーズ（株）

　
山
形
食
品
㈱
は
本
社
工
場
の
西
隣
に
、新
た
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
無

菌
充
填
シ
ス
テ
ム
を
設
け
た
新
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し

た
。5
月
に
着
工
し
、2
0
2
2
年
10
月
か
ら
稼
働
予
定
で
、約
30
人
の

新
規
雇
用
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
全
農
チ
キ
ン
フ
ー
ズ
㈱
は
、鶏
肉
の
長
距
離
輸
送
に
お
け
る
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
の
推
進
に
よ
り
、エ
コ
シ
ッ
プ
・
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
事
業
実

行
委
員
会
か
ら「
エ
コ
シ
ッ
プ
マ
ー
ク
認
定
事
業
者
」に
認
定
さ
れ
る
と

と
も
に
、環
境
負
荷
の
低
減
に
貢
献
し
た「
エ
コ
シ
ッ
プ
・
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
優
良
事
業
者
」と
し
て
国
土
交
通
省
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
シ
ス
テ
ム
は
、
約
8
㎝
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
容
器
の
原
型
か

ら
ボ
ト
ル
成
型
が
で
き
、滅
菌
・

充
填
を
工
場
で
一
貫
し
て
行
え

　

同
社
は
、
宮
崎
・
鹿
児
島
・

岩
手
に
生
産
拠
点
を
お
き
、
農

場
生
産
か
ら
処
理
・
加
工
、
販

売
ま
で
一
貫
し
た
事
業
を
お
こ

な
う
国
内
最
大
級
の
鶏
肉
取
扱

会
社
で
す
。堅
調
な
需
要
を
背
景

に
生
産
量
は
拡
大
し
て
い
ま
す

が
、
社
会
問
題
と
も
い
え
る
物

流
危
機
に
よ
り
、「
増
え
た
荷
物

を
消
費
地
に
運
べ
な
く
な
る
」と

い
う
懸
念
が
生
じ
、
抜
本
的
な

合
理
化
・
改
善
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
南
九
州

ま
す
。容
器
搬
入
に
か
か
る
物
流

コ
ス
ト
を
大
幅
に
削
減
で
き
る

ほ
か
、
常
温
で
の
充
填
が
可
能

な
た
め
、
果
実
本
来
の
香
り
や

風
味
が
損
な
わ
れ

に
く
く
な
り
ま
す
。

　

工
場
内
に
新
シ

ス
テ
ム
と
製
品
倉

庫
、
原
料
保
管
用

冷
凍
庫
な
ど
を
新

設
す
る
ほ
か
、
製

造
の
様
子
を
見
学

で
き
る
通
路
も
設

置
予
定
で
す
。

　

髙
橋
徹
代
表
取

締
役
社
長
は「
生

産
者
に
と
っ
て
の

農
産
物
活
用
先
と

し
て
さ
ら
な
る
発

展
を
目
指
し
、
東

北
で
最
先
端
の
製

造
拠
点
を
築
い
て

い
く
」と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

か
ら
関
西
方
面
へ
の
長
距
離
輸

送
を
、パ
レ
ッ
ト
化
と
専
用
ラ
ッ

ク
で
積
載
効
率
を
向
上
し
た

24
t
ト
レ
ー
ラ
ー
と
フ
ェ
リ
ー

に
よ
る
海
上
貨
物
輸
送
に
切
り

替
え
、C
O
2
削
減
に
貢
献
し

た
こ
と
か
ら「
エ
コ
シ
ッ
プ
マ
ー

ク
認
定
事
業
者
」の
認
定
を
受
け

ま
し
た
。

　
ま
た
、「
エ
コ
シ
ッ
プ
マ
ー
ク

認
定
事
業
者
」の
中
で
も
特
に
環

境
負
荷
の
低
減
に
貢
献
し
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
令
和
2
年
度

の「
エ
コ
シ
ッ
プ
・
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
優
良
事
業
者
」と
し
て
、

国
土
交
通
省
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
後
も
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
す

す
め
ま
す
。

共
同
記
者
発
表
を
行
っ
た
髙
橋
徹
代
表
取
締
役
社
長

（
中
央
）と
冨
樫
満
則
専
務
取
締
役（
左
）、南
陽
市
の
白

岩
孝
夫
市
長（
右
）

フェリーへの入船（※イメージ写真）

※
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
と
は
、ト
ラ
ッ
ク
な
ど

の
自
動
車
で
行
わ
れ
て
い
る
貨
物
輸
送

を
環
境
負
荷
の
小
さ
い
鉄
道
や
船
舶
の

利
用
へ
と
転
換
す
る
こ
と（
国
土
交
通

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）。
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News!

News!

優勝選手に三重県産コシヒカリを贈呈

令和2年度カントリーエレベーター運営優良事例集を発行

県産米を広くPRし、認知度向上と消費拡大

受賞した6施設の取り組みを紹介

三重県本部

米穀生産集荷対策部

　
三
重
県
本
部
は
、J
A
P
A
N
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
開
幕
戦「
東
建
ホ
ー

ム
メ
イ
ト
カ
ッ
プ
2
0
2
1
」で
優
勝
し
た
金
谷
拓
実
選
手
に
、副
賞

の
三
重
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
6
0
0
㎏
を
贈
り
ま
し
た
。大
会
最
終
日
の

表
彰
式
で
、谷
口
俊
二
運
営
委
員
会
会
長
が
目
録
に
代
え
て
米
俵
を
金

谷
選
手
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
全
国
農
協
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
協
議
会（
以
下
、C
E
協
議

会
、会
長
＝
J
A
上
伊
那 

御
子
柴
茂
樹
代
表
理
事
組
合
長
、事
務
局
＝

米
穀
生
産
集
荷
対
策
部
）は
、令
和
2
年
度
優
良
農
協
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
表
彰
で
受
賞
し
た
6
施
設
の
取
り
組
み
事
項
に
つ
い
て
、運

営
優
良
事
例
集
を
作
成
し
、会
員
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
2
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
今

大
会
は
、
無
観
客
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。4
月
15
日
か
ら
18
日
に

か
け
て
、三
重
県
桑
名
市
の「
東

建
多
度
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
・

名
古
屋
」で
予
選
・
決
勝
ラ
ウ

ン
ド
が
行
わ
れ
、
ト
ッ
プ
プ
ロ

ら
1
3
8
選
手
が
出
場
し
ま
し

た
。

　
C
E
協
議
会
は
5
年
に
一
度
、

農
林
水
産
省
・（
公
財
）農
業
倉

庫
基
金
・
全
農
の
後
援
の
も
と
、

運
営
管
理
や
米
麦
の
品
質
管
理

な
ど
で
模
範
と
な
る
優
良
な
カ

ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー（
以

下
、
施
設
）を
選
出
す
る「
優

良
農
協
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
表
彰
式
」を
開
催
し
て
お

り
、昨
年
度
、全
国
か
ら
6
施
設

を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
こ
の
受
賞
6
施
設
の
優
れ
た

取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
、（
公

財
）農
業
倉
庫
基
金
な
ど
の
協
力

の
も
と
、運
営
優
良
事
例
集
と
し

て
取
り
ま
と
め
、4
月
に
全
国
の

会
員（
2
4
2
J
A
、7
3
7
施

　
三
重
県
本
部
か
ら
の
県
産
米

贈
呈
は
今
回
が
15
回
目
。全
国
か

ら
注
目
さ
れ
る
大
会
で
、
会
場

や
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
県
産
米

を
広
く
P
R
し
、
認
知
度
向
上

と
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
ま
す
。

設
）に
配
布
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
全
国
の
施
設
の
多
く

は
、施
設
の
老
朽
化
対
策
、稼
働

率
向
上
の
た
め
の
集
約
・
再
編
、

衛
生
管
理
の
取
り
組
み
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
育
成
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。そ

う
し
た
課
題
解
決
の
一
助
と
な

る
よ
う
、当
協
議
会
は
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
、優
良
事
例
の

水
平
展
開
、各
種
研
修
会
・
表
彰

の
開
催
、情
報
発
信
な
ど
に
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

会
場
に
掲
出
さ
れ
た
副
賞
看
板

金
谷
選
手
に
米
俵
を
手
渡
す
谷
口
会
長

令
和
2
年
度
C
E
運
営
優
良
事
例
集

※
受
賞
し
た
6
施
設

　

農
林
水
産
大
臣
賞
：
昭
和
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー（
Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
／

福
岡
）、政
策
統
括
官
賞
：
南
部
カ
ン
ト

リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー（
Ｊ
Ａ
西
三
河
／
愛

知
）、全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
会

長
賞
：
東
松
島
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

（
Ｊ
Ａ
い
し
の
ま
き
／
宮
城
）、（
公
財
）

農
業
倉
庫
基
金
理
事
長
賞
：
豊
里
カ

ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー（
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
登

米
／
宮
城
）、全
国
農
協
カ
ン
ト
リ
ー
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
協
議
会
会
長
賞
：
花
巻
東

部
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー（
Ｊ
Ａ
い
わ

て
花
巻
／
岩
手
）・立
川
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー（
Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
／
山
形
）
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【補足事項】 １．受発注センターシステム（JAのWEB注文）では、JAから地場業者への発注書作成・履歴管理が可能です。
 ２．JA購買システムへの出荷情報のデータ伝送は、現時点では全農物流標準システムを経由することが前提となります。
 ３．JA購買システムにおける改善等の対応が必要となる場合の費用はＪＡ負担となります。

本会システムとＪＡ購買システムの連動図

　ＪＡグループの受発注業務は、電
話や手書きＦＡＸが中心で手間とコ
ストがかかる上、事務ミスのリスクが
高いことが課題となっています。
　全農がこの課題解決のために開発
した「受発注センターシステム」は、パ
ソコンとインターネット環境があれば
JAに導入することができ、大規模なシ
ステム投資が不要。簡単な操作で導
入・運用がしやすいのが特長です。

　令和3年4月現在、8県21JA（見
込み含む）で導入を進めており、導
入したJAからは、「事務負担の軽減
とともに内部統制の強化につな
がった」との声が上がっています。

　普及の本格化に向け、５月11日に
県域向けの説明会をオンライン開
催し、JAグループ関係者（約200人）
に対し、システムの概要説明や導入
事例の共有を行いました。また、JA
購買システムとの連携によりさらな
る業務効率化が可能となることか
ら、今後はJA中央会や電算センター
と協力して推進に取り組みます。

　ＪＡから要望が強い「組合員からの
受注機能」についても開発を進めてお
り、組合員がＪＡにＷＥＢで発注する機
能や、ＪＡ職員が生産者に出向き、モバ
イル端末で商品説明や受注をする機
能などが今年度下期に完成する予定
です。JAの支店・店舗においてもバー
コードで商品の販売・在庫管理ができ
る「新・資材店舗ＰＯＳシステム」を今年
度下期の稼働に向け開発中です。

期待される効果
電話・FAXによるＪＡにおける受発注業務を効率化

｢誤発注･事務ミス防止」｢発注履歴の見える化｣により内部統制を強化

出荷情報のデータ伝送によりJAの受入事務を軽減

JA 全農

❶ 組合員からのWEB受注
予約 当用

❷ モバイル受注
　（JAが出向いて受注）予約 当用

❺ OCR
　（予約注文書のデータ化）予約

❸ 店舗受注
　（カタログ機能）当用

❹ 電話受注
　（コールセンター機能）当用

支店・センター 本店

JA購買システム

販売・在庫
データ 支払

JA受入
データ

発注

発注

WEB WEB

WEB

受発注センターシステム
（JAの注文機能） 推進中

組合員

組合員
受注データ請求

本店・店舗

受発注センターシステム
（組合員からの受注機能）
令和3年度下期稼働予定

発 注

販売・在庫情報

新・資材店舗POSシステム 令和3年度下期稼働予定

出荷情報

発注 受 注

「受発注センターシステム」の
開発・普及

受注情報

受注

※JA購買システムとの連携が必要

手軽な導入・かんたん操作で
業務課題を解決

本格的な普及に向けて

さらに便利な機能の開発

JAグループの業務課題を解決 耕種資材部

　全農はＪＡグループの生産資材受発注業務の効率化と組合員との接点強化を目的として
「受発注センターシステム｣の開発・普及を進めています。

JA
 Z

ennoh W
eekly
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集
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J
A
ズ
ー
ム
イ
ン JA 江刺

（岩手県）

概要 令和3年3月31日現在

正組合員数　　　     　 　3911人
准組合員数　　　　      　1724人
職員数                       136人
販売品取扱高             57億7千万円
購買品取扱高            18億9千万円
貯金残高  　             511億円
長期共済保有高      1540億3千万円
主な農産物　　江刺金札米、江刺牛、
　江刺りんご、江刺野菜（キュウリ、トマト、
　ピーマン）など

「
江
刺
金
札
米
」ブ
ラ
ン
ド
1
0
0
周
年

持
続
可
能
な
農
業
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ

話
題
を
呼
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

岩
手
県
穀
物
検
定
所
の
許
可
を

得
て「
金
札
」を
付
す
る
こ
と
と

な
り
、「
江
刺
金
札
米
」の
名
を

世
に
轟
か
せ
ま
し
た
。

　
J
A
管
内
で
取
り
組
む
農
業

は「
江
刺
型
農
業
」と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
農
地
か
ら
生
ま
れ
る
稲

わ
ら
を
家
畜
の
餌
や
敷
料
に
利

用
し
、
堆
肥
は
農
地
へ
も
ど
す

と
い
っ
た
、
循
環
を
基
本
と
す
る

「
耕
畜
一
体
」の
農
業
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。平
成
13
年
か
ら
稼

働
を
開
始
し
た「
J
A
江
刺
大

地
活
力
セ
ン
タ
ー
」で
は
、
畜
産

農
家
の
牛
ふ
ん
を
主
原
料
に
、も

み
殻
や
米
ぬ
か
な
ど
を
混
合
し
、

高
温
発
酵
処
理
し
た
製
品
た
い

肥
を
生
産
・
販
売
。家
畜
の
排
せ

　
「
江
刺
金
札
米
」は
令
和
3
年

に
1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。

江
刺
地
域
で
は
、
大
正
10
年
に

誕
生
し
た
品
種「
陸
羽
1
3
2

号
」に
い
ち
早
く
着
手
し
、「
品
質

の
良
い
岩
手
江
刺
米
」の
P
R
と

し
て「
赤
札
」を
付
け
て
販
売
し

慮
し
た
安
全
・
安
心
の

取
り
組
み
に
地
域
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
に
は
生

物
由
来
の
バ
イ
オ
マ
ス

素
材
を
30
%
使
用
し

た
業
務
用
米
袋
を
導
入
。
次
の

1
0
0
年
を
見
据
え
、
よ
り
環

境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を
実

践
し
な
が
ら
次
世
代
へ
と
バ
ト
ン

を
つ
な
ぎ
ま
す
。

環境に配慮した新たな取り
組みとして導入したバイオマ
ス素材を３０％使った業務用
米袋

米作りの技術・情熱、恵まれた土地を受
け継ぎ１００年を迎える産地江刺

秋田県

岩手県

青森県

山形県 宮城県

　
岩
手
県
奥
州
市
内
江
刺
地
域

を
エ
リ
ア
と
す
る
J
A
江
刺
で

は
、「
江
刺
金
札
米
」「
江
刺
牛
」

「
江
刺
り
ん
ご
」「
江
刺
野
菜
」

の
4
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
柱
と
す
る

農
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

つ
物
処
理
の
問
題
を
解
決
す
る

と
と
も
に
、土
づ
く
り
に
欠
か
せ

な
い
良
質
な
た
い
肥
を
製
造
す

る
施
設
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　
「
江
刺
金
札
米
」は
99
%
が
減

農
薬
・
減
化
学
肥
料
の
特
別
栽

培
米
で
す
。
生
産
基
準
を
定
め
、

出
荷
者
全
員
が
栽
培
管
理
記
録

簿
と
G
A
P（
農
業
生
産
工
程

管
理
）チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
記
帳

を
徹
底
。使
用
す
る
農
薬
は
、生

産
者
で
構
成
す
る
J
A
稲
作
部

会
が
中
心
と
な
り
、
農
薬
選
定

会
議
で
決
定
し
ま
す
。環
境
に
配

「
赤
札
」か
ら「
金
札
」へ

品
質
で
そ
の
名
を
轟
か
せ
る

環
境
に
配
慮
し
た

江
刺
金
札
米
を
次
世
代
へ

稲
の
生
育
調
査

「
江
刺
金
札
米
」１
０
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、感
謝
を
込
め
て
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
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https://www.youtube.com/channel/
UCSQL2Zky5D4fd-wL90LvJ-A

「JA全農香港チャンネル」
はこちら

マンゴー圃場からライブ中継

マンゴー部会の松田部会長

マンゴーのカット方法を
宮崎経済連職員が実演

実演した「花咲きカット」や「ローズカット」 旬を迎えた宮崎県産マンゴー

LIVE

　ラ
イ
ブ
コ
マ
ー
ス
と
は
、
今
、
中
国

で
急
速
に
発
展
す
る
E
コ
マ
ー
ス
の
一

つ
で
、
生
中
継
で
動
画
を
配
信
し
、

商
品
を
紹
介
し
て
購
入
し
て
も
ら
う

と
い
う
販
売
の
形
態
で
す
。
今
回
、

J
A
こ
ば
や
し
管
内
の
マン
ゴ
ー
圃
場

か
ら
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
香
港
㈱

の
S
N
S
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
ラ
イ
ブ
中
継

を
通
じ
て
、宮
崎
県
で
旬
を
迎
え
た「
マ

ン
ゴ
ー
」の
魅
力
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　当
日
は
マ
ン
ゴ
ー
の
花
の
咲
き
方
、

生
育
方
法
の
ほ
か
、
高
級
ブ
ラ
ン
ド

「
太
陽
の
タ
マ
ゴ
」の
糖
度
を
そ
の
場
で

実
際
に
測
っ
て
お
い
し
さ
を
P
R
し
ま

し
た
。ラ
イ
ブ
コ
マ
ー
ス
は
ネ
ッ
ト
シ
ョッ

ピ
ン
グ
で
あ
り
な
が
ら
対
面
型
の
販
売

で
、
顧
客
と
密
接
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
視
聴
者

か
ら「
少
し
声
が
小
さ
い
よ
！
」と
意

見
が
出
た
り
、
識
別
番
号
と
し
て

J
A
名
と
生
産
者
コ
ー
ド
が
マ
ン
ゴ
ー

の
表
皮
に
印
字
さ
れ
て
い
る
と
い
う
説

明
に
対
し
て「
ど
の
よ
う
に
印
刷
す
る

の
か
？
」と
いっ
た
質
問
が
入
り
ま
し

た
。
生
産
者
と
消
費
者
が
双
方
向
で

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
ラ
イ
ブ
コ
マ
ー
ス
に

よ
っ
て
、
週
末
だ
け
で
1
0
0
個
以

上
の
注
文
が
入
り
ま
し
た
。
注
文
の

多
く
は
、「
母
の
日
」の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と

し
て
配
送
さ
れ
、
大
変
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　出
演
い
た
だ
い
た
マ
ン
ゴ
ー
部
会
の

松
田
泰
一
部
会
長
か
ら
は
、「
宮
崎
に

い
な
が
ら
、
実
際
に
海
外
の
消
費
者
の

方
に
P
R
す
る
こ
と
が
で
き
て
大
変

良
い
取
り
組
み
だ
と
思
う
」と
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　海
外
市
場
は
常
に
他
国
産
地
と
の

競
争
が
激
し
い
市
場
で
す
。
全
農
は
、

生
産
者
と
消
費
者
を
安
心
で
結
ぶ
懸

け
橋
に
な
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
海

外
市
場
に
お
い
て
も
、
生
産
者
の
声
を

お
届
け
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
、
日

本
産
農
畜
産
物
の
よ
り
一
層
の
輸
出

拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

海
外
の
消
費
者
の

生
の
声
が
聞
け
る

ラ
イ
ブ
コ
マ
ー
ス

　全
農
香
港
事
務
所
と
J
A
宮
崎
経
済
連
は
5
月
8
日
、
香
港
消
費
者
向
け
に
宮
崎

県
産
マ
ン
ゴ
ー
の
ラ
イ
ブ
コ
マ
ー
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

【
全
農
香
港
事
務
所
】

香
港
向
け
に
マ
ン
ゴ
ー
の
ラ
イ
ブ
コ
マ
ー
ス
を
実
施

J
A
こ
ば
や
し
管
内
の
マ
ン
ゴ
ー
圃
場
か
ら
ラ
イ
ブ
中
継
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　全農は令和２年度ＪＡグループ農業機械検定の１級合格者10人、２級合格者
29人を新たにＪＡグループ農機サービス士として認定しました。　　【耕種資材部】

　ＪＡグループ農業機械検定は、経験年数に応じた農機担
当者のスキルアップを目的として、実際の修理・整備に必要
な知識・技能や、メーカー固有の機構・新技術、納品・
安全指導など、より業務に密着した内容を試験に取り入れ
て実施しています。
　令和２年度は1級51人、2級91人が受検し、学科試験と
実技試験の両方で合格基準に達した1級10人（合格率
20％）、2級29人（合格率32％）をＪＡグループ農機サービス
士として認定しました。この検定は平成23年度から実施して
おり、今回の合格者を含め、累計365人（１級66人、２級299人）
のサービス士が全国の農機センターで活躍しています。
　この検定により、ＪＡグループ農機担当者の一層の知識習
得と技術力向上を促し、組合員との信頼がより一層強化す
るものと期待しています。令和３年度のＪＡグループ農業機械
検定は、６月公示、11月学科試験の予定です。

令和2年度

技術力向上で組合員との信頼強化へ
ＪＡグループ農機サービス士　　    を認定39人

令和2年度 ＪＡグループ農機サービス士
認定者氏名

氏名等級 県名

小林　貴範
後藤　和幸
石橋　賢一
利川　翔太
藤原　修
末次　恭大
三浦　俊介
田中　理
臼井　浩之
戎谷　啓
髙橋宗一郎
黒江　将伸
平野　正樹
塩倉　篤
杉浦　稜
勝又　厚
橋本　憲司
小玉　裕也
田中　常広
西村　和浩
吉末　幸司
江口　雅人
神尾　新吾
廣松　卓
竹脇　優志
渥美　大峻
佐藤　洋平
須永　望
北野　吉則
内藤　将也
山添　悟史
藤原　孝
杉　尚亮
松島　慎一
竹内　恒揮
二戸部　将
藤田　裕貴
煙山　智司
蜂谷　健太

山形
山形
千葉
滋賀
島根
島根
島根
山口
山口
本所
岩手
福島
千葉
東京
静岡
静岡
岡山
広島
福岡
佐賀
佐賀
佐賀
長崎
熊本
宮崎
宮城
福島
群馬
滋賀
京都
京都
島根
島根
島根
高知
本所
本所
本所
本所

ＪＡ庄内みどり
ＪＡ庄内みどり
ＪＡ成田市
全農滋賀県本部
全農島根農機事務所
全農島根農機事務所
全農島根農機事務所
全農山口農機事務所
全農山口農機事務所
全農本所
ＪＡいわて中央
㈱ＪＡふくしま未来サービス
ＪＡちばみどり
ＪＡマインズ
ＪＡ大井川
ＪＡ御殿場
ＪＡ晴れの国岡山
ＪＡ広島中央
ＪＡ北九
ＪＡさが
ＪＡさが
ＪＡさが
ＪＡながさき県央
ＪＡ菊池
ＪＡ宮崎経済連
全農宮城県本部
全農福島県本部
全農群馬県本部
全農滋賀県本部
全農京都府本部
全農京都府本部
全農島根農機事務所
全農島根農機事務所
全農島根農機事務所
全農高知農機事務所
全農本所
全農本所
全農本所
全農本所

所属

1級

2級

検定試験の様子

事前講習の様子
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第3358号　編集・発行人／広報・調査部　新妻成一　
〒100̶6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

おきなわ　ちゅら島
（沖縄県）

　沖縄県産「ポコットパイン（ボゴール）」は、手でちぎっ
て味わう「手もぎ」のパインアップルです。ポコッともぎ取
り、パクッと食べられることから、その音の響きをとって
「ポコットパイン」と名付けられました。
　実の芯まで柔らかく、通常のパインアップルと比べて
酸味も少ないため、甘味を存分に堪能できます。ポコット
パインを楽しみながら、ご自宅で南国気分を満喫してみ
ませんか。

JA全農のインターネットショッピングモール

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから

毎週土曜日13時～ TOKYO FM系列38局ネット

リスナープレゼント
　6月5日放送のプレゼントは、「鳥取らっきょう甘酢漬け 
200ｇ×5袋（甘口3袋・ピリ辛2袋）」です。
　6月6日は「らっきょうの日」。全国屈指の生産量を誇る鳥取
県のラッキョウは、広大な砂丘地で育ちます。夏は表面温度
60度、冬は氷点下になる砂丘ならではの厳しい環境で生育し
たラッキョウは真っ白できめが細かく、美しい外観になります。
　薄い皮が幾重にも重なりあうことでシャキシャキの歯ごたえとなり、一粒食べたらやみつきに。
お酒のおつまみやカレーライスのお供にご堪能ください。
　また、ＪＡタウンギフトカード4500円分を1名様にプレゼントします。　　　　 【広報・調査部】

応募は番組ホームページで受付中です。

応募締め切りは6月5日の放送で
ランキング1位の曲が発表されるま
でです。

JAタウン
ショップ名 全農とっとりアグリマーケット

この商品はこちらからご購入いただけます。

南国気分☆沖縄県産ポコットパイン（ボゴール）
2～3玉、L～2Lサイズ……1980円（税込）

「まぜるシェイク 湘南ゴールド」今年は全国へ

　㈱モスフードサービスは地元愛をテーマに地産地消や地
域活性化を応援する取り組みを行っており、今春から秋にか
けて全国を8エリアに分けて地域食材を使った「まぜるシェ
イク」を期間限定で発売しています。昨年の「まぜるシェイク 
湘南ゴールド」はエリアを限定した販売でしたが、今年は販
売エリアを全国に拡大しました。この取り組みで、湘南ゴー
ルドは第３弾になります。
　今回発売された「まぜるシェイク 湘南ゴールド＜神奈川＞」
は神奈川県本部が果汁加工した湘南ゴールド（JAかながわ
西湘産）を使用しています。
　爽やかな香りが人気の湘南ゴールドのソースと、甘さ控え
めで飲みやすいモスバーガーのバニラシェイクが調和した、こ
れから気温が高くなる季節にうってつけの味わいです。

価格（税込み）Sサイズ310円、Ｍサイズ380円。
７月中旬まで販売予定

モスバーガー、JAかながわ西湘と共同開発
　神奈川県本部とJAかながわ西湘、株式会社モスフードサービスは5月20日、湘南ゴールド果汁を使ったドリンク「まぜるシェイク 
湘南ゴールド＜神奈川＞」を、全国のモスバーガー店舗で発売しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　   【神奈川県本部】

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局） 毎週木曜日23：00～23：06
全農の食の応援団「虹のコンキスタドール」が農業部の部員となり
食と農の魅力を発信します！

　湘南ゴールド生産部会「SG21」の会長を務める榎本昌之
さんは「たくさんの人に香りが豊かで爽やかな味わいを楽し
んでもらいたい」とコメントしました。

第3弾は神奈川
県の湘南ゴール
ドと北海道の赤
肉メロン
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